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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
持
を
い
た
だ

き
、引
き
続
き
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
４
年
間
は
、人
と
人
と
の
絆
づ

く
り
や
自
然
と
の
共
生
を
重
視
し
て
、長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た「
人
づ
く
り
、も
の
づ
く

り
、ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
み
、伝
統
産
業

や
観
光
の
振
興
、子
ど
も
条
例
の
制
定
や
夢

を
育
む
教
育
の
推
進
、コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン

ボ
ル
と
し
た
環
境
調
和
型
農
業
や
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
、地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
や
戸
谷
片
屋
線
の
整
備
な
ど
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
期
目
の
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、地
域

特
性
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

半
世
紀
に
一
度
の「
ま
ち
づ
く
り（
基
盤
整

備
）」の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。新
庁
舎
の
建
設
や
武
生
中
央
公
園
の

再
整
備
、北
陸
新
幹
線「
南
越
駅（
仮
称
）」

の
周
辺
整
備
、度
重
な
る
集
中
豪
雨
を
踏
ま

え
た
治
水
対
策
の
推
進
、原
子
力
防
災
体
制

の
整
備
な
ど
に
力
強
く
取
り
組
み
、「
元
気

な
自
立
都
市
　
越
前
」の
創
造
に
全
身
全
霊

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、人
口
減
少

社
会
や
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、将
来

の
世
代
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
観
点
か

ら
、庁
舎
建
設
の
方
針
を
見
直
す
こ
と
で
将

来
世
代
の
借
金
を
減
ら
し
、そ
の
分
を
少
子

高
齢
化
対
策
と
し
て
福
祉
や
教
育
に
振
り
向

け
て
い
く
こ
と
が
、越
前
市
の
将
来
に
大
き

な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
で
あ
る
平
成

32
年
度
ま
で
に
、本
庁
舎
を
現
在
地
に
建
設

す
る
と
と
も
に
、今
立
総
合
支
所
を
改
築

し
、市
東
部
地
域
の
防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
、拡
充

整
備
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
建
設
方
針
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

議
会
で
議
論
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、市
民

の
皆
様
へ
の
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
、来

年
春
ま
で
約
半
年
間
を
か
け
、し
っ
か
り
と

説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、丁
寧
に
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、本
庁
舎
と
今
立
総
合
支
所

の
基
本
構
想
を
策
定
し
、こ
の
中
で
庁
舎
の

機
能
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
十
分
に
詰

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就  任
挨  拶

庁  舎
建  設

半世紀に一度の基盤整備と
長期的な視点に立った市政運営を

10月20日（日）に執行された市長選挙で再選を果たし、
３期目をスタートさせた奈良市長。様々な課題や市政へ
の思いを語る。

奈良市政  ３期目へ Mayor interview

奈良  俊幸
越前市長
【Profile（プロフィール）】

昭和37年生まれ。趣味は茶道、音楽鑑賞、サッカー観戦。平成

３年から福井県議を務め、平成17年に旧武生市長に初当選。

越前市誕生に伴い行われた市長選挙で初当選し、その後２

期目を務め、今回の市長選挙において３期目に就任。

Toshiyuki Nara
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北
陸
新
幹
線
が
開
業
す
る
と
、上
越
地
域

や
長
野
県
、さ
ら
に
は
北
関
東
地
域
と
の
時

間
短
縮
効
果
が
極
め
て
大
き
く
、こ
れ
ら
の

地
域
と
の
交
流
を
促
進
し
、経
済
へ
の
波
及

効
果
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、南
越
駅（
仮
称
：
以
下
南
越
駅
）

は
、丹
南
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
と

機
能
を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、こ
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、来
年
度
か
ら「
南
越
駅
周
辺
整
備

計
画
」の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、北
陸
自
動

車
道
武
生
Ｉ
Ｃ
や
国
道
８
号
と
近
接
す
る

利
点
を
生
か
し
、「
道
の
駅
」を
整
備
す
る
な

ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、北
陸

一
の
も
の
づ
く
り
都
市
を
目
指
し
、「
市
産
業

活
性
化
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、研
究
開
発
か

ら
販
路
拡
大
、特
許
取
得
に
い
た
る
各
段
階

に
お
い
て
、事
業
者
へ
の
積
極
的
な
支
援
を

図
っ
て
お
り
、引
き
続
き
支
援
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、市
の
経
済
や
雇
用
を
支
え
る
中
小

企
業
の
意
欲
的
か
つ
創
造
的
な
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、今
後「
市
中
小
企

業
振
興
条
例
」を
制
定
し
、支
援
を
強
化
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
伝
統
産
業
に
つ
い
て
は
、海
外
等
へ
の
販

路
拡
大
や
後
継
者
育
成
に
対
し
、引
き
続
き

支
援
す
る
と
と
も
に
、「
市
工
芸
の
里
構
想
」

を
策
定
し
、福
井
県
の「
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
活
用
し
て
越
前
和
紙
・
越

前
打
刃
物
・
越
前
漆
器
・
織
物
等
の
伝
統
産

業
の
振
興
や
継
体
天
皇
ゆ
か
り
の
地
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、北
陸
新
幹
線

の
金
沢
開
業
、舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線

開
通
を
来
年
度
に
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
に
設
立
し
た「
越
前
市
観
光
協
会
」

を
積
極
的
に
支
援
し
、「
市
観
光
振
興
プ
ラ

　
度
重
な
る
集
中
豪
雨
を
受
け
、ま
ず
県
と

連
携
し
、吉
野
瀬
川
ダ
ム
の
建
設
や
吉
野
瀬

川
・
服
部
川
・
鞍
谷
川
等
の
改
修
事
業
を
促

進
す
る
な
ど
、治
山
・
治
水
対
策
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、町
内
単
位
の
防
災
マ
ッ
プ
と

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
住
民
へ
の
連
絡

体
制
の
強
化
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
拡

充
し
ま
す
。

　
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
、県
が
７
月
に

県
原
子
力
防
災
計
画
を
改
定
し
た
も
の
の
、

具
体
的
な
避
難
の
方
法
や
避
難
経
路
、避
難

施
設
な
ど
は
、県
に
お
い
て
市
町
と
協
議
を

進
め
る
中
で
今
後
、具
体
的
に
示
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
県
原
子
力
防
災
計
画
の
改

定
を
受
け
取
り
ま
と
め
た
、「
市
地
域
防
災

計
画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」の
基
本
方
針

を
基
に
、年
内
に「
市
地
域
防
災
計
画（
原
子

力
災
害
対
策
編
）」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
度
重
な
る
集
中
豪
雨
を
受
け
、ま
ず
県
と

連
携
し
、吉
野
瀬
川
ダ
ム
の
建
設
や
吉
野
瀬

川
・
服
部
川
・
鞍
谷
川
等
の
改
修
事
業
を
促

進
す
る
な
ど
、治
山
・
治
水
対
策
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、町
内
単
位
の
防
災
マ
ッ
プ
と

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
住
民
へ
の
連
絡

体
制
の
強
化
な
ど
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
拡

充
し
ま
す
。

　
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
、県
が
７
月
に

県
原
子
力
防
災
計
画
を
改
定
し
た
も
の
の
、

具
体
的
な
避
難
の
方
法
や
避
難
経
路
、避
難

施
設
な
ど
は
、県
に
お
い
て
市
町
と
協
議
を

進
め
る
中
で
今
後
、具
体
的
に
示
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
県
原
子
力
防
災
計
画
の
改

定
を
受
け
取
り
ま
と
め
た
、「
市
地
域
防
災

地  域
交  通

地  域
経  済

ン
」の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、越
前
お
ろ
し
そ
ば
・
ボ
ル
ガ
ラ

イ
ス
・
中
華
そ
ば
の「
越
前
市
三
大
グ
ル
メ
」

を
活
用
す
る
な
ど
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
、

交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、中
心
市
街
地
に
お
け
る
賑

わ
い
事
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

安  全
安  心

計
画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」の
基
本
方
針

を
基
に
、年
内
に「
市
地
域
防
災
計
画（
原
子

力
災
害
対
策
編
）」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
道
８
号
お
よ
び
周
辺
の
県
道
か
ら
南
越

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、お
よ
び
Ｊ
Ｒ
武
生
駅

や
中
心
市
街
地
と
南
越
駅
を
結
ぶ
連
絡
道

路
で
あ
る
村
国
山
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
を
、本

年
７
月
に
県
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
25
年
度
　
教
育
委
員
会
表
彰

平
成
25
年
度
　
教
育
委
員
会
表
彰

　
市
教
育
委
員
会
は
11
月
３
日
、
学
術
や
文
化
、
教
育
な
ど
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
７
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
教
育
功
労
者
表
彰
に
６
人
が
、
教
育
の
各
分
野
で
顕
著
な
業

績
、
特
筆
す
べ
き
研
究
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
教
育
奨
励
賞
に
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

                                 

　
（
年
齢
順
・
年
齢
は
表
彰
当
時
）

問
合
先
　
教
育
振
興
課
　
　(

２
２)

７
４
５
２

　
俳
句
歴
60
数
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て
、

市
内
外
で
、多
く
の
俳
句
愛
好
者
を
育
成
す

る
な
ど
、俳
句
界
の
た
め
に
精
力
的
に
尽
力
。

　
ま
た
、俳
画
等
の
作
品
を
文
芸
誌
に
発
表

す
る
ほ
か
、市
文
化
協
議
会
文
芸
部
門
理
事
、

文
学
祭
副
運
営
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、市

の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
。

　
補
導
委
員
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
、街
頭

補
導
活
動
を
通
じ
た「
愛
の
ひ
と
声
」活
動

な
ど
に
尽
力
。現
在
も
市
補
導
委
員
会
副

会
長
と
し
て
、組
織
強
化
や
運
営
に
寄
与
。

　
ま
た
、自
治
振
興
会
活
動
を
通
じ
て
青
少

　
県
銃
剣
道
連
盟
の
設
立
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
、武
生
市
銃
剣
道
連
盟
の
創
立
に

も
尽
力
。以
来
、同
連
盟
の
理
事
長
を
務
め
、

競
技
力
の
向
上
と
普
及
拡
大
に
尽
力
。

　
第
45
回
県
民
体
育
大
会
銃
剣
道
競
技
に
お

い
て
は
、武
生
市
チ
ー
ム
の
監
督
を
務
め
、

チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
。

　
武
生
市
柔
道
協
会
、福
井
県
柔
道
連
盟
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
、市
の
柔
道
競
技
の
普
及

と
競
技
力
向
上
に
尽
力
。

　
第
51
回
広
島
国
体
に
お
い
て
は
、柔
道
少

年
女
子
の
福
井
県
チ
ー
ム
監
督
を
務
め
た
。

　
ま
た
、平
成
22
年
、県
柔
道
連
盟
の
福
井
国

体
準
備
委
員
会
委
員
長
に
就
任
。

　
市
学
校
教
育
課
長
と
し
て
、教
育
の
情
報

化
に
向
け
た
環
境
整
備
の
推
進
と
、就
学
前

　
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
道
徳
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、相
手
や
目
的
に
応
じ
て

自
分
の
考
え
を
言
葉
で
明
確
に
表
現
で
き
る
子

ど
も
の
育
成
に
向
け
た
授
業
研
究
の
陣
頭
指
揮

を
執
り
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　
ま
た
、市
小
学
校
長
会
長
、市
幼
稚
園
教
育

研
究
会
長
、県
幼
稚
園
研
究
会
副
会
長
な
ど
を

務
め
、市
の
学
校
教
育
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
。

　 

こ
れ
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
市

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、他

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
及
び
北
陸
、県
並
び
に
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
修
会
で
取
得
し
た
知
識
や
技
能

を
実
際
の
指
導
場
面
で
生
か
す
な
ど
、熱
心
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
に
も
貢
献
。

教 

育 

功 

労 

者 

表 

彰

教
　
育
　
奨
　
励
　
賞

教 

育 

功 

労 

者 

表 

彰

石
本
　
正
志 

さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　  

北
町
　  

85
歳

教
　
育
　
奨
　
励
　
賞

教
　
育
　
奨
　
励
　
賞

【学術文化】

西
山
　 

勇  

さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
畑
町
　
79
歳

【社会教育】

岩
井
　
一
二
三 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
余
田
町
　
74
歳

【保健体育】

室
田
　
德
三
郎 

さ
ん

　
　
　
　
　 

京
町
一
丁
目
　
65
歳

【保健体育】

清
水
　
俊
之 

さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
丹
生
郷
町
　
60
歳

【学校教育】

三
好
　
弘
幸 

さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
小
野
谷
町
　
60
歳

【学校教育】

近
藤
　
輝
子 

さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
町
　
59
歳

【保健体育】

い
し
も
と
　
　
た
だ
し

に
し
や
ま
　
　
い
さ
む

い
わ
い
　
　
　  

ひ
ふ
み

む
ろ
た
　
　 

と
く
さ
ぶ
ろ
う

し
み
ず
　
　 

と
し
ゆ
き

み
よ
し
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

こ
ん
ど
う
　
　
て
る
こ

年
の
健
全
育
成
、地
域
組
織
の
充
実
、発
展

並
び
に
活
動
の
活
性
化
に
尽
力
。

教
育
の
基
本
的
方
向
性
を
ま
と
め
る
な
ど
、

市
の
学
校
教
育
振
興
に
尽
力
。

右
か
ら
順
に
、
三
好
さ
ん
、
室
田
さ
ん
、
西
山
さ
ん
、

石
本
さ
ん
、
岩
井
さ
ん
、
清
水
さ
ん
、
近
藤
さ
ん

▶ 
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information
市役所からのお知らせ

皆さんに知っておいて欲しい 制度や行事などを
紹介するコーナーです

平成26年度　市民発協働事業
「協働たねまる提案補助金」対象事業を募集します

申込・問合先 　市民自治推進課　
　　　　　　  ☎22-3293

男女平等オンブッドが委嘱（再任）されました 問合先　男女共同参画室　☎22-3293

民
活
動
団
体
な
ど
か
ら

提
案
さ
れ
た
企
画
事
業
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

　
提
案
で
き
る
団
体

　
　
５
人
以
上
の
市
民
ま
た
は
市
内

　
に
通
勤･

通
学
す
る
人
で
構
成
し
、

　
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
団
体

　
補
助
率

　
　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
３

　
　（
２
年
目
は
２
分
の
１
）以
内

　
補
助
対
象
事
業

　
　
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
市
と

　
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

　
る
、公
益
的
な
社
会
貢
献
活
動
等

　
で
、市
民
の
福
祉
の
向
上
が
期
待

　
で
き
る
事
業

　
補
助
対
象
事
業
期
間

　
　
平
成
26
年
度
に
実
施
す
る
事
業

　
申
込
方
法
な
ど

　
①
事
業
審
査
申
請
書
の
提
出

　
②
担
当
課
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ー

　
　
ブ
ル（
協
働
の
話
し
合
い
の
場
）

　
　
を
実
施

　
③
公
開
審
査
会
に
て
プ
レ
ゼ
ン

　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
　

※

様
式
等
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
、問
い
合
わ
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
公
開
審
査
会

　
　
平
成
26
年
３
月
中
旬（
予
定
）

　
申
込
締
切

　
　
平
成
26
年
１
月
31
日
（金）

市

補助区分

区分 要件 補助金の限度額

協働助成

チャレンジ助成

市協働ガイドラインに基づき提案された事業で、原則１年以
上の活動実績のある市民活動団体などが行う事業

将来、市との協働が期待できる発足して３年未満の市民活
動団体などが新規に行う事業

50万円

10万円

月
２
日
、平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
の
任

期
で
、左
記
の
２
人
を
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド
に
委

嘱（
再
任
）し
ま
し
た
。

　
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド
と
は
、男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す

る
施
策
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
や
、市
の
関
係
機
関
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、他
人
や
事
業
者
か
ら
、性
別
を
理
由
に
差
別
的
扱
い

や
人
権
侵
害
等
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
、助
言
や
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、公
的
機
関
と
連
携
し
、適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、自
ら
事

案
を
取
り
上
げ
て
調
査
し
、市
の
執
行
機
関
に
意
見
を
述
べ
ま

す
。

北
川
恭
子
オ
ン
ブ
ッ
ド（
学
識
経
験
者
）

　
誰
も
が
今
住
ん
で
い

る
地
域
が
一
番
住
み
よ
い

所
と
思
え
る
よ
う
、地
域

社
会
を
中
心
に
男
女
共

同
参
画
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

北
川
慎
治
オ
ン
ブ
ッ
ド（
弁
護
士
）　　

男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ

ト
も
11
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。今
後
も
、法
曹
の

立
場
か
ら
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

10
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information
市役所からのお知らせ

皆さんに知っておいて欲しい 制度や行事などを
紹介するコーナーです

市の入札・見積りに係る
資格審査の申請を受け付けます

問合先　子ども・子育て総合相談室　☎22-3628

が
発
注
す
る
工
事
な
ど
の
入
札

や
見
積
り
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、指
名
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
ま
た
は
小
規
模
修
繕
等

資
格
審
査
申
請
が
必
要
で
す
。

　
対
象
業
種
　

　
　
建
設
工
事
、小
規
模
修
繕
工
事
、測

　
量
・
設
計
、物
品
販
売
・
印
刷
・
資
材
・
業

　
務
委
託
な
ど

　
提
出
書
類

　
　
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

　
　
請
書（
郵
送
可
、当
日
消
印
有
効
）

　
　
小
規
模
修
繕
等
資
格
審
査
申
請
書

　
　（
直
接
提
出
、市
内
に
本
社
・
本
店
が

　
　
あ
る
法
人
、そ
の
他
の
団
体
ま
た
は

　
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
）

※

既
に
平
成
26
年
度
ま
で
申
請
済
み
の
場

　
合
、今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

※

提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
審
査
し
、入
札

　
参
加
資
格
を
決
定
し
ま
す
。

※

申
請
様
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
入

　
札
情
報
」か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

※

直
接
提
出
す
る
場
合
は
、平
日
午
前
８

　
時
半
〜
午
後
５
時
ま
で
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
　

　
契
約
検
査
室
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
　

　keiyaku@
city.echizen.lg.jp

　
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

「さしのべた　その手がこどもの　命綱」
11月は児童虐待防止月間です

問合先　財務課　契約検査室　☎22-3234

市

童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た

と
き
や
、自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、子

ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談
室
や
児

童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
連
絡
先

　
　
越
前
市
子
ど
も
福
祉
課

　
　（
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談
室
）

　
　
☎（
２
２
）３
６
２
８

　
　
越
前
市
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談
室

　
　
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
１
２
０（
２
４
）２
２
５
９

　
　
福
井
県
総
合
福
祉
相
談
所（
児
童
相
談
所
）

　
　
☎
０
７
７
６（
２
４
）５
１
３
８

　
　
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル（
総
合
福
祉
相
談
所
）

　
　
☎
０
７
７
６（
２
４
）３
６
５
４

子
ど
も･

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
が

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
窓
口
で
は
、「
思
う
よ
う
に
育
児

が
で
き
な
い
」「
近
所
の
子
ど
も
の

様
子
が
い
つ
も
と
違
う
」「
悩
み
を

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
」「
子

ど
も
の
発
達
が
、気
に
な
る
」「
集
団

生
活
で
の
悩
み
が
あ
る
」な
ど
あ
ら

ゆ
る
相
談
を
受
け
ま
す
。気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

児

児童虐待防止のシンボル
オレンジリボン

対象業種 申請期間、申請条件 有効期間

建設工事

小規模（130万円以下）の修繕工事

測量、コンサルタントなど

物品販売・印刷関係・資材・業務委託

平成25年12月２日（月）～平成26年１月31日（金）

※建設工事と小規模修繕工事の重複申請はできません。

平成26年１月６日（月）～２月28日（金）

平成26年度

平成26・27年度
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業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
へ
の

切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は
、給
与
支
払
者（
事
業

者
）が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員（
給
与
所
得
者
）に
代
わ
っ
て
、毎

月
の
給
与
の
支
払
時
に
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

し
、納
入
す
る
制
度
で
す
。 

　

給
与
支
払
者（
事
業
者
）で
所
得
税
の
源
泉
徴
収

の
納
税
義
務
者
は
、原
則
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
従
業
員
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、福
井
県
と
越
前
市
で
は
こ
の
制
度
を
適
正

に
運
用
す
る
た
め
特
別
徴
収
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

税に関するお知らせ
申込・問合先　税務収納課　☎22-3014

従

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）を
利
用
し
て

地
方
税
の
電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）の
利
点

　

紙
で
行
っ
て
い
た
申
告
を
、パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
す

る
こ
と
で
、窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
る
ほ
か
、

複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
請
が
必
要
な
場
合
で

も
、一
度
に
ま
と
め
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
で
き
る
税
目
・
内
容

　

・
給
与
支
払
報
告
書（
個
人
住
民
税
関
係
）

　

・
法
人
市
民
税
申
告
書（
法
人
市
民
税
関
係
）

　

・
償
却
資
産
申
告
書（
固
定
資
産
税
関
係
）

　

・
申
請
・
届
出（
法
人
設
立
届
、異
動
届
等
）

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
開
始
に
必
要
な
も
の

　

動
作
確
認
対
応
パ
ソ
コ
ン
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

　

環
境
、電
子
証
明
書（
詳
し
く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

※

税
理
士
に
代
行
依
頼
す
る
場
合
は
、納
税
者
の
電

　

子
証
明
書
は
不
要
で
す
。

　

事
前
に
利
用
の
登
録
が
必
要
で
す

　
　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、利
用
す
る

　

法
人
の
名
称
・
所
在
地
ま
た
は
個
人
の
氏
名
・
住
所

　

な
ど
、利
用
者
に
関
す
る
情
報
を
登
録
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

（社）
地
方
税
電
子
化
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
８
）１
４
５
９

　
　
　
　

午
前
８
時
半
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.eltax.jp

■特別徴収による納税の流れ

納
税
義
務
者（
従
業
員
な
ど
）

特
別
徴
収
義
務
者（
事
業
主
）

越  

前  

市

①給与支払報告書の提出
　（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑥税額の納入
　（翌月10日まで）

④税額の通知

⑤税額の徴収
　（６月～翌年５月
　までの給与支払日）

※納期の特例 … 従業員が常時10人未満の場合は、申請により年12回
　　　　　　　　  の納期を年２回とすることができます。

②
税
額
の
計
算

国
税
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て

延
滞
金
等
の
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

国
税
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、延
滞
金
お

よ
び
還
付
加
算
金
の
割
合（
特
例
部
分
）を
引

き
下
げ
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
割
合
は
平
成
26
年
１
月
１
日

以
降
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
等
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

種別 内容 現行 特例の見直し案

延滞金

納期限後
１カ月以内等

還付加算金

法定納期限を過ぎ
履行遅滞となった納税者に課されるもの

納期限後１カ月以内等については、
早期納付を促す観点から低い利率

地方団体から納税者への
還付金等に付される利息

14.6％

4.3％

4.3％

特定基準割合+7.3％

特定基準割合+１％

特定基準割合+１％

※

※各年の前年の12月15日までに財務大臣が告示する割合《国内銀行の貸出約定平均金利（新規・短期）
　の前々年10月～前年９月における平均》に１％を加算した割合

■改正の内容
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施設の行事・講座案内

文化センター
高瀬二丁目３-３ 　☎23-5057

八ッ杉健康ウォーキング　※雨天時は23日（土）に順延。
　　と　き　11月16日（土）　午前８時半～午後３時
　　参加費　1,000円（昼食・保険料込み）
　　定　員　40人　　コース　今立総合支所⇒八ッ杉

秋！ ノルディックウォーキング　※雨天時は28日（木）に順延。　　
　　と　き　11月21日（木）　午前10時～午後２時　　　
　　参加費　2,000円（昼食、スティックレンタル代込み）
　　定　員　15人

森の恵み感謝祭　　
　　と　き　11月24日（日）　午前10時～午後３時
　　内　容　自然散策、餅つき、リース作りなど
　　参加費　1,500円（昼食、材料費込み）
　　定　員　30人

八ッ杉森林学習センター
別印町19-1-1　☎42-3800

生涯学習センター　府中一丁目13-15　☎22-3005　FAX22-9016　※定員があるものは、申込多数の場合抽選になります。

講　座　名 と　き 申込締切など 講　師

越前おもしろ歴史回廊
「維新期の福井藩と府中本多家について」

11月30日（土）
午前10時～11時半

地域サポーター講座「テラコッタドール
を作ろう！～冬場の玄関先に彩を～」

12月５日（木）
午後１時半～３時

吉田　健氏
（元福井県文書館文書専門員）

指導　万葉菊花園

今立総合支所展示コーナー　☎43-7811
ゴミの中からこんなもの展
（リサイクル品を展示します）
　と　き　11月19日（火）～12月18日（水）
　抽選申込期間　11月19日（火）～12月12日（木）

申込締切：11月25日（月）　　
受講料：無料　

12月７日（土）
午後１時半～３時

ふるさと語り部講座
『平成25年度「旧跡探訪」ふりかえり』

①12月20日（金）
②１月７日（火）
午後１時～３時

福嶋　昭治氏
（京都橘大学教授）

ふくしま　しょうじ

申込締切：12月16日（月）　※①・②共通　
定員：20人　　受講料：無料　
対象：小学生 ～ 一般

特別講座　文学編
「源氏物語54帖を読む会」

12月８日（日）
午後２時～３時半

薄金　みえ子氏
（自主学習グループ講師）

うすがね

受講料：1,000円（全10回分）
期間：４月～３月

短期講座　アクセントにもなる 
「あったか ！ おしゃれマフラーを編もう ！ 」

12月４日・18日（水）
午前10時～正午

ソフトヨガ教室

　　と　き　12月３日（火）～毎週火曜日　

　　　　　　午後７時～８時
　　受講料　3,000円／月
　　定　員　20人　※定員になり次第締切

マンドリン教室　 ※マンドリンがない場合は相談してください。

　　と　き　12月11日（水）～毎月第２・４水曜日

　　　　　　午後７時～９時
　　受講料　2,000円／月
　　定　員　10人　※定員になり次第締切

申込締切：11月25日（月）　定員：15人
材料費：700円

鹿浦　聡子氏
（リーダーバンク講師）

かのうら 　さとこ

よしだ　たけし

申込締切：11月28日（木）　定員：20人　
材料費：1,500円

申込締切：12月２日（月）　　
受講料：無料

ないとう　 かつお

内藤　勝雄氏
（武生の語り部の会）

地域サポーター講座「一緒に折ろうね、遊ぼうよ」
①クリスマスのかざりもの
②おりがみをおってあそぼう ！ 

地域サポーター講座 地元産米粉を使った料理①
「お手軽材料で作るパーティー料理」

12月17日（火）
午前９時半～正午

申込締切：12月10日（火）　定員：15人　
材料費：500円

しば　美津子氏
（自主学習グループ講師）

みつこ

12月～３月は積雪のため休館します。
４月以降の利用は受付けていますのでご相談ください。
冬期PR事業として1月～3月はSIPYにて展示や楽しいイベン
トを開催します。是非SIPYへお越しください。
詳しくはHPまたはfacebookにて公開中！

冬季休館のお知らせ
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Culture information１

かこさとし ふるさと絵本館「石石」　高瀬一丁目14-7　☎21-2019　　※定員はすべて保護者同伴先着20組

みんなで遊ぼう！むかし遊び（１歳児～未就学児）　
　　と　き　12月７日（土）　午後１時半～　

おはなしおはなし はい！どうぞ(０歳児～２歳児対象)　
　　と　き　12月14日（土）　午後１時半～

おはなし ごいっしょに（３歳児～８歳児）
　　と　き　12月14日（土）　午後２時半～

ふるさとギャラリー叔羅　
東千福町17-17　☎23-5811

第九回　田中秀萌社中展
　　と　き　11月23日（土）～24日（日）

写遊ひの写真展　
　　と　き　11月27日（水）～12月１日（日）　

第39回　歳末チャリティオークション　※９日は休館
　　と　き　12月７日（土）～14日（土）

２階「てんじのへや」がリニューアルしました。テーマは「どろ
ぼうがっこう開校！」です。この秋40年ぶりに新作がでた「どろ
ぼうがっこう」の世界に忍び込んでみませんか。

式部ふれあい館　国高一丁目13-11　☎23-0047

フレンドパークたけふ　
高瀬二丁目9-32　☎24-0444

講　座　名 と　き 定員など

創作折り紙教室「越前和紙で干支作り」 12月５・12日（木）　午前９時半～11時半 定員：12人　受講料：無料　材料費：500円程度

エコビレッジ交流センター　
湯谷町25-25-2　☎28-1123

里山の紅葉を見よう　※参加無料

　　と　き　11月23日（土）　午後１時半～４時半　
　　内　容　坂口地区の里山の紅葉を見ます。

クリスマスケーキ作り講座　

　　と　き　12月13日（金）　午後６時半～
　　受講料　500円　　　　材料費　1,500円
　　持ち物　エプロン　　　定　員　８人
　　締　切　12月６日（金）

みよしくんとあ・そ・ぼ！ とんで、はねて、あせかこう！（３歳児～８歳児）

　　と　き　12月21日（土）　午後１時半～　

申込締切：11月26日（火）　午後１時
　　※申込多数の場合は働く女性を優先します。

　　※申込多数の場合は
　　　40歳未満の人を優先

武生公会堂記念館
蓬莱町8－8 　☎21-3900

地域連携企画展「コーケン・ノムラ　空間の美」
コーケン・ノムラ氏は、1948年矢船町生まれ。1972年にドイ
ツへ渡り日系企業に勤務しますが、1977年に妻フランツィ
スカさんとの出会いにより芸術家として歩み始めます。現在
は、彫刻・オブジェ・写真・詩・紙をインスタレーション（空間
造形）に取り入れ、幅広い制作活動を続けています。
今回の企画展では、写真「ケルン大聖堂36景」、インスタ
レーション「歌の白滝」、インスタレーション「内観」の３作品
を展示します。　　　　　　（共催：北日野地区自治振興会）

会　期　11月22日（金）

　　　～12月15日（日）

ギャラリートーク　会場：公会堂記念館

　　と　き　11月22日（金）　午前10時～
　　内　容　ノムラ氏が作品について解説します。

講演会　会場：福祉健康センター

　　と　き　11月23日（土）　午後１時半～
　　演　題　「豊臣期大坂図屏風」と大江戸日本橋絵巻
　　　　　　「熈代勝覧」に描かれた人たち
　　講　師　フィランツィスカ・エームケ博士
　　　　　　（ケルン大学名誉教授・日本文化専攻）
　　参加費　無料

コーケン・ノムラ作「歌の白滝」 ▼

しゅうほう

き　だいしょうらん
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施設の行事・講座案内Culture information２

中央図書館　高瀬二丁目7-24　☎22-0354 

今立図書館　定友町21-3-1　☎43-0229 

おはなしの会　　とき　11月23日・12月14日（土）　午前11時～

大人のためのおはなしあのね　　とき　11月30日（土）　午前11時～　　テーマ　「たぬきのはなし、きつねのはなし」

名作映画会　　とき　11月30日（土）　午後２時～　　作品  「赤い砂漠」（1964年・伊＝仏）

かみしばい　　とき　12月７日（土）　午前11時～

特別おはなし会　絵本の読み聞かせと工作　　とき　11月30日（土）　午後２時～

こども読書会　　とき　12月７日（土）　午後２時～　　利用絵本　「チム・ラビットのぼうけん」

子ども映画会　　とき　12月21日（土）　午後２時～　　作品　「ミッキーマウスとゆかいな仲間たち」

万葉菊花園　余川町22-96-1　☎27-7800

山野草を使った 新しい形のお正月飾り作り　
　　と　き　12月14日（土）　午後１時半～３時
　　内　容　里地里山の保全の話と、山野草を使った
　　　　　　お正月用苔玉作り
　　参加費　2,000円（材料費）
　　定　員　20人　※定員になり次第締切
　　申込締切　12月６日（金）
　　持ち物　ゴム手袋

日程 内容 参加費 持ち物 申込締切

11/27（水）
13：30～15：30

【講義】いきものにやさしい、環境と植物について
【実習】ダンボールコンポストをつくろう

1,000円
筆記用具
軍手

11/22（金）

12/４（水）
13：30～15：30

【講義】便利で新鮮。キッチンガーデン
【実習】キッチンガーデンをつくろう

1,000円
筆記用具
軍手

11/28（木）

12/11（水）
13：30～15：30

【講義】私流のフラワーガーデン
【実習】冬を彩る寄せ植え

2,500円 筆記用具、軍手、
移植ゴテ

12/５（木）

12/18（水）
13：30～15：30

【講義】万葉菊花園について（仮）
【実習】簡単リサイクル！花びんを作ろう

300円 筆記用具、カッター、
はさみ 12/12（木）

※持ち帰り用の箱や、エコバッグを持参してください。前期・後期ともに全回出席の人には修了証をお渡しします。

■ 花リーダー育成講習会（後期：４回シリーズ）　※講義の内容は変更になる場合があります。

第11回 たのしいざ 絵手紙＆みんなの展～日々の記録～
　　と　き　12月３日（火）～27日（金）　
　　　　　　午前９時～午後４時半（最終日正午まで）
　　内　容　デイサービスセンターわか
　　　　　　たけ利用者による絵手紙・
　　　　　　手芸などを展示します。

ＦＢＣ福井放送アナウンサーによるおはなし会
　とき　12月７日（土）　午後１時半開場　　内容　日本や世界の「むかしばなし」をFBCアナウンサーが朗読します。
　対象　幼児～小学校低学年とその保護者50組　　参加費　無料　　申込締切　11月30日(土)　※先着順

としょかんたまてばこ『クリスマスのつどい』
　とき　12月21日（土）　午後１時半～　　内容　クリスマス工作、人形劇、プレゼントもあるよ！

クリスマスイベント
　とき　12月14日（土）　午後２時～　　内容　クリスマス工作、おたのしみ、プレゼントもあるよ！

福井キッズコーラスファミリーの
お姉さんたちも来るよ！
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越前市消費者センター　相談/平日8：30～17：00　☎２２－３７７３

クレジットカードの使いすぎで・・ 友人の借金の保証人になったが・・

事故や病気でお金が必要になり、
消費者金融やキャッシュカードで・・

勤めていた会社が倒産し、ローンや
生活費のために借金したら・・

消費者の窓  第12号 消費者の窓  第12号 

越前市消費者センター　相談/平日8：30～17：00　☎２２－３７７３

多重債務の予防と解決のために
消費者センターにご相談ください

多重債務とは？ 消費者金融やクレジット会社等からの借入れ、クレジットを利用した買い物に
より、借金が膨らんで自己の返済能力を超えた借金を抱えてしまった状態です。

多重債
務の落と

し穴 多重債務に陥る原因はこんなところに 決して人ごとではありません。
誰もが陥るおそれがあります。

　家計の状態を把握しましょう
　家計簿をつけるなどして、毎月の収入と支出を明確
　にしましょう。

生活設計を立てましょう
病気など、いざというときの備えや子どもの教育
費、老後の資金などあらかじめ考えておきましょう。

安易に借金に頼らないようにしましょう
自分が返済できる限度額を知り、買い物はその範囲内でとどめましょう。クレジットの利用も「借金の契約」です。

多重債務者 無料相談会

借金やヤミ金融、家計管理などでお悩みの方を対
象に無料相談会を開催します。
※秘密は厳守します。
と　き　11月30日（土）　午前10時～午後３時
ところ　市消費者センター
定　員　８人（先着順）
相談員　弁護士、司法書士、消費者センター相談員
申込方法　11月29日（金）までに、電話で予約してく
　ださい。
※相談をスムーズに進めるため、予約時に金額や
　返済状況などをお聞きします。
※上記の日以外でも、多重債務相談を受け付けて
　います。
申込 ・ 問合先　消費者センター　☎22-3773

多重債務に陥らないために　日々の生活に気をつけましょう

絶対に利用してはいけない「ヤミ金融」 ！

「ヤミ金融」とは、国や県の登録を受けていない業者や
違法な高金利で貸付を行う業者のことをいいます。
返済が遅れると、暴力的な取り立てや執ようないやが
らせを受けることがあります。

「ヤミ金融」への対処法
①利用しない・・絶対手を出してはいけません。
②隠さない・・借りていることを身内に隠していると、
　そのことが脅し文句の材料になります。家族ぐるみ
　で対応することです。
③あきらめない・・必ず解決できます。あきらめず相談
　窓口に相談しましょう。
④もしヤミ金融を利用してしまい、違法な取立てを受
　けている場合は一人で抱え込まず、すぐに最寄りの
　警察に連絡しましょう。
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今月の健康情報このページの内容に関する問い合わせ・申し込みは　
健康増進課　☎24-2221　まで

今日から始めよう！減塩生活！目標：１日-３g！

減塩生活 つのポイント４

　日本人が一日に摂取する塩分の基準は「男性９ｇ未満、女性7.5ｇ未満」なのに対し、実際に摂取して
いる塩分は、「男性 11.8g、女性 10.0ｇ※」と約３ｇも多いのが現状です。
　食塩摂取量が多い人ほど高血圧になりやすく、高血圧を放置すると脳卒中や心筋梗塞を引き起こす要
因になります。まずは毎日の食卓から減塩生活（目標－３g）をはじめましょう！　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成23年度県民健康・栄養調査報告より

①漬物・汁物・練り物で減塩
・漬物は1日小皿１皿まで　・汁物は具だくさんにする
・漬物は浅漬けや酢を使ったものにする
・ラーメンなどの汁は残す　・練りものはゆでてから使う

③腹八分目で減塩
・食事は腹八分目にする
・野菜、いも、きのこ、海藻、
　豆、小魚など噛み応えの
　ある食品を食べる
・よく噛んで食べる
　（一口30回以上）

④野菜を食べて減塩

　塩を排出する作用があるカ
リウムを多く含む野菜や海藻、
果物を積極的に摂る。
※腎臓に持病がある方は、カリウムの

　摂取量について医師に相談してくだ

　さい。

②調味料で減塩
・酢、柑橘類、香辛料を使って、醤油などの調味料を減らす
・味をみてから調味料を使う　・減塩調味料を利用する
・しょうゆやソースは少し「つけて」食べる

　ウォーキングは、年齢を
問わず、誰でも出来る運動
です。教室では、ウォーキン
グのポイントを、実技と講義
で分かりやすく解説します。

　とき　12月８日(日)　午前９時～正午（予定）　　
　ところ　福祉健康センター４階　大会議室
　参加費　一般　500円（駐車場は有料）
　問合先　NPO法人福井県ウォーキング協会
　　　　　☎0776-28-6980

ウォーキングのポイントを分かりやすく解説
「ウォーキング教室(健康長寿とは)」

市運動普及推進員会による

運動習慣普及のための市民講座を開催

　とき　12月７日(土)　
　　　　午前10時～11時40分
　　　　（受付午前９時45分～）　
　ところ　社会福祉センター(今立)
　内容　・全体実技「３Ｂ体操」
　　　　・運動体験コーナー
　　※「３Ｂ体操」とは、ボールなどの用具を運動の助
　　　けとして使用しながら、全ての動きを音楽に合わ
　　　せて行う健康体操です。
　参加費　無料　※運動紹介カレンダー進呈
　持ち物　内ズック　

体を動かして、健康長寿！

健康トライ参加事業
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Health information

面接は要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

■ところ　社会福祉センター（今立）

内　容 とき ・ 受付時間

通知有

通知有

通知有

通知有

こころとからだの健康づくり ■予約先　健康増進課　　■ところ　福祉健康センター

市民公開講座　「なぜ口腔ケアは必要か？」

インフルエンザ予防対策をはじめましょう

とき　12月15日(日)　午前９時～正午　　ところ　福祉健康センター　多目的ホール
内容　・一般発表　
　　　・講演　「おいしく、楽しく、美しく生きる」～歳を重ねる素晴らしさ、健康長寿のための口腔養生法～
　　　　講師　植田耕一郎 氏（日本大学歯学部摂食機能療法学講座教授）
参加費　無料　　問合先　武生歯科医師会事務局　水谷歯科医院　☎24-3570　

　インフルエンザは、例年、11月下旬から翌年３月にかけて流行します。家に帰った
ら丁寧に手洗い・うがいをしたり、症状があるときは、マスクをしたりするなどして、イ
ンフルエンザ予防をしてください。予防には、一人ひとりの「かからない」「うつさない」
という気持ちが大切です。

集団健診の日程 ※保険証と受診券綴り（節目年齢の人は無料クーポン券）と負担金をお持ちください。
※40歳以上の人は、医療機関（要予約）でも受診できます。（肝炎検査、前立腺がんを除く）
※子宮頸がん検診は、39歳以下の人も医療機関で受けられます。
※骨密度検査の対象は、20歳～69歳の女性です。

 と　き 会　場

（すべての健診は要予約です）

■予約先　健康増進課

健康診査、肝炎、
肺・大腸・前立腺が ん

胃がん 子宮・乳がん お口の健診
くち

骨密度検査

育児相談(１歳未満の乳児)  【離乳食教室(希望する人は10時までに受付)】

マタニティ教室（妊娠５か月以降の妊婦：１時間半程度）

こどもの相談会（専門小児科医による発達相談）

のびのび教室（発達相談と親子遊び）

両親学級（５か月以降の妊婦とその家族）

５か月児セミナー

１歳６か月児健康診査

２歳６か月児歯科健診

３歳児健康診査

こころの相談会（臨床心理士による相談） 

チャレンジ教室（生活習慣病予防のための運動）　

いきいき運動広場(運動できる部屋を開放）　問合先：☎22-3784（長寿福祉課）

こころの相談室（臨床心理士による相談）　☎42-3939（直通）

はつらつ教室（健康づくりのための運動）

いきいき運動広場(運動できる部屋を開放）　問合先：☎22-3784（長寿福祉課）

9：30～10：30

9：50～10：00

14：00～17：00

9：30～11：30

13：10～13：30

9：30～10：00

13：30～14：30

13：15～13：45

13：00～14：00

16：40～19：20

9：30～11：00

9：30～11：30

10：00～16：00

9：30～11：00

9：30～11：30

毎週月曜　※祝祭日を除く

12/９（月）

12/20（金）

12/17(火)

11/25(月)

11/21(木)

11/27(水)

11/17(日)

12/11(水)

11/27、12/４、18(水)

11/26、12/３、10(火)

11/28、12/５、19(木)

12/９(月)

11/18、12/２、16(月)

毎週金曜　※祝祭日を除く

11/24（日）

12/８（日）

12/15(日）

8:30～10:30

8:30～10:30

8:30～10:30

市民ホール

コミュニティーセンター柳荘

社会福祉センター（今立）

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:00

9:00～10:00

9:00～10:00
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見落としがちな「お知らせ」。　
でも大事な情報が詰まっています。ちょっと見てください！

　公共下水道への接続工事は、必
ず排水設備指定工事店へ依頼し
てください。指定工事店以外の業
者が工事を行った場合、違法接続
となり、過料を科せられます。
　排水設備指定工事店について
は、市ホームページをご覧いただ
くか問い合わせてください。
　問合先　下水道課  ☎22-7922

みんなの情報板

お知らせ

石綿（アスベスト）健康被害者
のご遺族の皆様へ

　石綿健康被害を原因として、業
務上死亡された労働者のご遺族
の方は、労災保険の遺族補償給付
の請求権を５年の時効により失っ
た場合でも、石綿健康被害救済制
度による「特別遺族給付金」を受
けられる場合があります。
　「特別遺族給付金」の請求期限
は、10年延長され、平成34年３月
27日までとなっています。
　問合先　武生労働基準監督署
　　　　　☎23-1440

再生品を提供します

　ところ　生涯学習センター
　　　　  １階ロビー
　申込期間　12月1日(日)～
　17日(火) ※第３日曜日は休館日
※希望価格を投票してください。
　当選発表　12月19日(木)
※当選者には、電話で連絡します。
　引取期間　12月21日(土)
※配達はできません。
　問合先　南越清掃組合　
　　　　　利再来館 ☎28-1390

健康づくり優良事業所大募集

　従業員の健康づくりに積極的に
取り組んでいる事業所を「健康づ
くり優良事業所」として表彰しま
す。
　対象　常時雇用の労働者が５
　人以上の丹南地域の事業所。
　応募方法　応募用紙に必要事
　項を記入し、提出してください。
　応募締切　平成26年１月末
　問合先　福井県丹南福祉
　　　　　センター健康増進課
　　　　　☎51-0034

福井県の最低賃金改定

　平成25年10月13日から福井県
の最低賃金が「時間額701円」に
改定されました。
　問合先　武生労働基準監督署
　　　　　☎23-1440

12月１日「世界エイズデー」
休日エイズ相談･検査を実施

福井県士業等団体友好協議会
合同無料相談会

　法律、会計、登記、年金、不動産、
各種許認可、特許など身近な問題
を弁護士などそれぞれの専門家
が無料で相談に応じます。
　お気軽にご相談ください。
　とき　11月25日(月)　
　　　　午後１時～７時
　ところ　AOSSA６階 601号室
　問合先　日本弁理士会北陸支
　　 部福井地区会　☎52-0328

無料相談！労働トラブル110番

　賃金未払いやサービス残業な
どの労働問題について相談を無
料で受けます。
　とき　11月23日(土)　
　　　　午前10時～午後３時
　ところ　福井県司法書士相談
　　センター（福井市大手三丁目
　　15-12　フェニックスビル５階）
※事前の予約（0776-30-0771）
　をお願いします。
　問合先　福井県司法書士会
　　　　　☎0776-30-0001

悪質な排水設備業者にご注意
ください！

　最近、市から依頼されたように
装い、排水設備（宅地内の排水管・
ますなど）の清掃や点検を勧誘す
る業者が増えています。
　排水設備は、市が点検などを業
者に依頼することはありません。不
審に思われる場合は、次の対応を
お願いします。
　・身分証明書の提出を求める
　・すぐに契約を行わない
　・下水道課に問い合わせる
　問合先　下水道課  ☎22-7922

下水道への無断接続は違法です

　とき　12月１日(日)　
　　　   午後２時～４時
　ところ　丹南健康福祉センター

　（　江市水落町一丁目2-25）
　検査結果説明　12月８日(日)
　　　　　　　　午後２時～４時
　
　上記以外でも毎月、検査を行って
います。
【丹南健康福祉センター　　江】
　通常検査　第２火曜日　　
　　　　　　午後１時～２時
　夜間検査　第４月曜日
　　　　　　午後５時～７時
　問合先　☎51-0034
【丹南健康福祉センター　武生】
　通常検査　第４火曜日　　
　　　　　　午後１時～２時
　問合先　☎22-4135
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News&Information

　国土交通省は、県と市町の協力
のもとに、12月１日を基準日に
「平成25年住生活総合調査」を行
います。
　この調査は、皆様の住生活の安
定・向上に係る総合的な施策を推
進する上で必要となる基礎資料を
得るために、住生活全般に関する
実態や居住者の意向・満足度等に
ついて５年ごとに調査します。
　11月21日～12月10日までの間
に調査員が対象となった世帯を
訪問します。調査対象は、10月に
行われた住宅・土地統計調査（総
務省）に回答された世帯の中から
抽出した世帯となります。
　問合先　都市計画課　
　　　建築住宅室　☎22-3074

　「障害者週間」は、障害者福祉に

ついて関心と理解を深めるととも

に、障がい者が社会、経済、文化そ

の他あらゆる分野の活動に積極

的に参加する意欲を高めることを

目的として設定されています。

　市では、高齢者や障がいのある

人、また妊婦さんや怪我をされて

いる人等、身体の不自由な人にや

さしい社会づくりを進めています。

　この障害者週間を機に、「点字

ブロックの上に物を置かない」「身

体障害者等駐車場の利用のご協

力」など、障害についての理解を

深め、共に生きる社会の実現に向

けて取り組んでいきましょう。

　問合先　社会福祉課　
　　　　　☎22-3004

無料就業相談を実施します

　専門の相談員が対応し、秘密は
厳守します。※要予約
　とき　12月５日(木)　
　　　　午後１時～３時
　ところ　福祉健康センター
　対象　ひとり親家庭の人
　問合先　子ども福祉課 
　　　子ども・子育て総合相談室
　 　　☎22-3628

12月３日～９日は
「障害者週間」です

住生活総合調査にご協力ください

学 生 募 集学 生 募 集

試験期日/平成26年１月８日(水）
出願期間/平成25年12月４日～18日

 武生看護専門学校
 越前市中央一丁目9-9　☎(0778)24-1401
 http：//www.takefukango.ac.jp

Ｊアラートによる緊急地震速報
の訓練放送を行います

　Ｊアラート（全国瞬時警報シス
テム）による全国的な訓練を行い
ます。防災行政無線から訓練用放
送が流れます。
　とき　11月29日（金）
　　　　午前10時15分頃
※気象・地震活動の状況等によっ
　ては、中止することがあります。
　実施場所　市内全域
　使用設備　全ての屋外スピー
　カー（小学校等に設置）および
　戸別受信機（区長宅および公共
　施設等に設置）
　問合先　防災安全課
　　　　　☎22-3081

お墓に関するお困りごと
(修理、移転など )は

広告広告

☎０７７８－２４－３６３５（京町店：京町2丁目４－８）
☎０７７８－２１－３６０２（瓜生店：瓜生町40-1-1）

にお任せ
下さい小梶石材小梶石材小梶石材

暴力を許さないで
身近な人権シリーズ

　腕力や言葉での暴力（ドメスティックバイオレンス）に苦しむ女性が増

えています。暴力は、犯罪です。どんな理由があろうとも許されることでは

ありません。

　もし、あなたが身近な人からの暴力に悩んでいるなら、決して我慢しな

いでください。被害を受けた女性の６割は、どこかに相談をしています。

　もっと自分を大切に。苦しいときは、ひとりで悩まず、まずは相談を。

市の男女平等相談窓口　☎22-3668

11/18～24　
　「女性の人権ホットライン」強化週間
11/12～25　
　女性に対する暴力をなくす運動期間

一般・社会人入学試験（前期）
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News&Information見落としがちな「お知らせ」。　
でも大事な情報が詰まっています。ちょっと見てください！

「女性に対する暴力をなくす運動」
&「子ども虐待防止を訴える運動」
パネル展を開催

　11月12日～25日は「女性に対
する暴力をなくす運動」実施期間
であり、11月は、児童虐待防止推
進月間です。
　女性に対する暴力の防止・児童
虐待防止を呼びかける啓発パネ
ル展を行います。
　来場者にシンボルである、パー
プルリボン・オレンジリボンを飾っ
てもらい、虐待防止、暴力撲滅を
願う運動を実施します。
　ぜひ、参加してください。
　とき　11月25日(月)まで
　ところ　福祉健康センター 
　問合先　男女共同参画センター
　　　　　☎24-4446

男女共同参画センター
「えちぜんいきいき輝き塾」
パネルディスカッション

　テーマ　「自分らしく生きる」
　パネリスト
　・青木 里菜 氏
　（越前和紙美術作家）
　・河野 薫子 氏
　（武生特殊鋼材株式会社）
　・波多野 翼 氏
　（日本ボルガラー協会会長）
　コーディネーター
　・冨永 良史 氏
　（発創デザイン研究室代表）
　とき　11月30日(土)
　　　　午後１時半～３時半
　ところ　福祉健康センター 
　定員　100人（託児あり、要予約）
　参加費　無料
　問合先　男女共同参画センター
　　　　　 ☎24-4446

催し・講座

募　集
市外転出者の成人式出席には
事前の申し込みが必要です

　就学や就職などのために市外
へ転出し、当市に住民票がない人
で平成26年１月12日の成人式に
出席を希望する人は、事前に申し
込みが必要です。
　申込方法　電話もしくは、市　
　　　ホームページの電子申請

　問合先　生涯学習課
　　　　　☎22-3977

『越前市地産地消推進の店』募集

　越前市地産地消推進の店とは、
市内産農産物等を積極的に取扱
う市内の飲食店等です。
　現在49店舗を認定しており、こ
のお店を通して、地産地消推進の
取組みを知ってもらい、安全・安心
な市内産農産物等の需要拡大と
消費拡大を図ることを目的として
います。
　応募方法　認定申請書を提出
　してください。
※詳細については、ホームページ
　をご覧いただくか、問い合わせ
　てください。
　応募締切　12月５日(木)
　その他　認定された場合は、看
　　板代として2,000円が必要。
　問合先　農林振興課
　　　　　☎22-3009

市営墓地の使用者募集

　対象　市内に住民登録があり、３年以内にお墓を建立できる人。１世帯につき１
　人に限ります。※但し、既に市営墓地の使用許可を受けている人（または、使用許
　可を受けている同居家族がいる場合）は、申込みできません。
　申込締切　12月６日(金)　午後５時　　抽選日時　12月13日(金)　午後７時～
　申込場所　市民課３番窓口、今立総合支所市民福祉課窓口
　必要な物　印鑑（認印で可）

鴨谷霊苑

第７区３列８番 ４㎡（角地） 180,000円 7,200円

４㎡（普通地） 170,000円 7,200円

４㎡（普通地） 170,000円 7,200円
４㎡（普通地） 170,000円 7,200円
６㎡（普通地） 310,000円 10,800円

第３区10列５番

第10区11列７番
第33区６列２番
第16区２列５番

問合先　市民課　℡22-3396

霊園名 募集区画 当初使用料 年間使用料(３年分前納)

【上記QRコードからも申込可能】

かおるこ

よしふみ
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( )内は前月比　※10月１日現在市の人口
◆総人口

　内外国人

◆総世帯数

　内外国人 

◆男

　内外国人 

◆女

　内外国人

41,154人（-４）

1,340人（-29）

43,008人（-15）

 1,417人（-27）

84,162人（-19）

 2,757人（-56）

 28,806世帯（０）

1,671世帯（-43）

※祝日は、相談を行いません　無 料 相 談

　後期高齢者医療保険料（５期）　　介護保険料（５期）

　国民健康保険税（５期）　　【納期限：12月２日(月)】

〔夜間納税相談日　午後８時まで〕
開設日　11月19日（火）・29日（金）、12月３日（火）・17日（火）
〔休日納税相談日　午前９時～午後４時〕
開設日　11月24日（日）
問合先　税務収納課（別館１階）　☎（22）3015

たんなんスマイルＴＶ(デジタル091ch・アナログ２ch)

　越前市情報ナビ(２週間放送)

11月９日～22日　「学校給食秘伝のレシピを紹介します」

11月23日～12月６日　「みんなで作ろう防災のまち」

７:30～、12:30～、19:30～

　　11月の行政情報番組案内

 ※毎週月曜日更新　午前８時、午後１時、午後４時半

FM79.1
MHz

『たんなん夢レディオ』から市の情報発信！

相談名 日時 場所（問合先）

行政相談

毎月第１・３月曜
13：30～16：00

毎月第２水曜
13：30～16：00

福祉健康センター
〔行政評価事務所　☎0776-24-0403〕

人権相談

毎月第３金曜
9：00～12：00

法律相談
(定員10人）

毎月第１・３木曜
9：30～12：00
【受付　8：30～】

福祉健康センター
〔社会福祉協議会 ☎22-8500〕

消費生活相談 月～金曜
8：30～17：00

センチュリープラザ１階
〔消費者センター ☎22-3773〕

児童相談

女性相談

児童養護相談
月～金曜
8：30～17：00

毎週水曜 
9：00～17：00 福祉健康センター

〔子ども・子育て総合相談室
　　　　　　　☎22-3628〕

健康相談 福祉健康センター
〔健康増進課　☎24-2221〕

月～金曜
9：00～17：00

家庭教育サロン
子育て相談（要予約）

月～金曜
8：30～17：00

生涯学習センター2階
〔生涯学習課　☎22-3977〕

ヤングテレホン 月～金曜
8：30～17：00

子育て相談

福祉健康センター
〔ピノキオ　☎23-8211〕

月～金 9：00～17：00
土・日 10：00～16：00

月～金曜
9：00～17：00

国高保育園
〔フォルマシオーン　☎23-6318〕

認定こども園 あわたべ
☎42-2511

労働トラブル
相談

月～金曜
8：30～17：15

生涯学習センター2階
〔愛護センター　☎23-6699〕

休日診療当番医のご案内　☎21-8877〔南越消防組合〕
子ども救急医療電話【19：00～23：00】　♯8000〔短縮ダイヤル〕

放送

「越前市民ふれあい通信」
市内で活躍する市民の皆さんを紹介しています

福祉健康センター 
〔社会福祉協議会　☎22-8500〕

毎週火曜 
13：30～16：00

心配ごと相談

性差などによる
悩み相談

月～金、毎月第１土曜
9：00～17：00

福祉健康センター【土曜のみ要予約】
〔男女共同参画室 ☎22-3668〕

月～金曜
8：30～17：15

福井地方法務局 武生支局
☎22-0194

結婚相談

毎月第1・2・3水曜
第４土曜（本人のみ）
13：00～16：00

毎月第1・3水曜
第４土曜（本人のみ）
13：30～16：00

生涯学習センター
〔婦人福祉協議会(小林)　☎22-1389〕

社会福祉センター（今立）
〔婦人福祉協議会(宇野)　☎42-2747〕

11月の納税　丹南ケーブルテレビ

ひきこもりや
ニートの相談

月～金曜
13：00～16：00

フリースペースいっぽ
〔旧国高診療所　☎29-3637〕

身体・知的障がい
に関する相談

月～金曜
8：30～17：15

福祉健康センター
〔社会福祉協議会　☎22-8500〕

精神障がいに
関する相談

月～金曜
8：30～17：15

障がい相談支援センター えちぜん
〔元町４－11　☎24-1955〕

11月25日～12月1日　「えちぜんいきいき輝き塾」

納税には便利な
口座振替をご利用ください

　
江
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
江
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
作
品
募
集

　
応
募
資
格
　
　
江
市
内
に
在
住
ま
た

　
　
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、お
よ

　
　
び
市
内
で
開
催
さ
れ
る
講
座
や
教

　
　
室
等
に
参
加
し
て
い
る
人

　※

中
学
生
以
下
は
除
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
　
事
前
申
込
書
を
　
江
市

　
　
文
化
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

申
込
書
は
、　
江
市
役
所
、　
江
市

　
　
内
各
地
区
公
民
館
、　
江
市
ま
な
べ

　
　
の
館
、　
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に

　
　
あ
り
ま
す
。

　
応
募
締
切
　
11
月
25
日
（月）

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
必
着

　
出
品
料
　
１
人
１
点
１
０
０
０
円
　

　（
学
生
は
無
料
）※

各
部
門
２
点
以
内

■
美
術
展

　
と
き
　
12
月
13
日
(金）
〜
17
日
(火)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

13
日
は
午
前
９
時
か
ら
、17
日
は
午

　
　
後
４
時
ま
で
。

　
と
こ
ろ

　
・
　
江
市
嚮
陽
会
館（
絵
画
・
造
形
／
書

　
　
道
／
彫
刻
・
立
体
／
デ
ザ
イ
ン
部
門
）

　
・
　
江
商
工
会
議
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
　

　（
工
芸
部
門
）

　
・
　
江
市
ま
な
べ
の
館

　
　（
日
本
画
・
水
墨
画
／
写
真
部
門
）

　
観
覧
料
　
無
料

問
合
先
　
　
江
市
美
術
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
事
務
局（
文
化
課
内
）

　
　
　
　
☎（
５
３
）２
２
５
７

第
６
回 

　
江
市
美
術
展

社会福祉センター（今立）
〔行政評価事務所　☎0776-24-0403〕

福祉健康センター
〔市民自治推進課　☎22-3293〕

福井県労働委員会　
☎0776-20-0597



広報担当者が出会った市民にインタビュー
次インタビューされるのはあなたかも？
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シ
ピ
ィ
で
月
に
一
度
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ご
え
ん
バ

ザ
ー
」を
行
っ
た
り
、た
ん
な
ん
夢
レ
デ
ィ
オ
の
番
組
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
、外
国
人
と
の
交
流
事
業
に
携
わ
っ

た
り
と
、な
ん
と
も
パ
ワ
フ
ル
な
井
口
さ
ん
。

　

取
材
当
日
も
取
材
場
所
だ
っ
た
、た
ん
な
ん
夢
レ

デ
ィ
オ
が
活
用
し
て
い
る
古
民
家「
な
つ
か
し
や
」に

は
、井
口
さ
ん
を
尋
ね
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
活
動
的
な
井
口
さ
ん
か
ら
、こ
ん
な
言
葉

が
飛
び
出
す
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
私
は
、流
さ
れ
て
る
だ
け
な
ん
で
す
。周
り
が『
お

も
し
ろ
い
』、『
で
き
る
よ
』っ
て
言
う
か
ら…

。」

　

こ
う
し
た
町
の
企
画
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、小
学
校
の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
そ

う
だ
。

　

そ
こ
で
、本
の
修
繕
作
業
を
し
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
と

話
し
て
い
る
と「
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

た
ま
た
ま
公
民
館
に
知
り
合
い
が
い
た
た
め
、公

民
館
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
か
聞
い
て
み
る

と「
ぜ
ひ
や
っ
て
！
」と
言
わ
れ
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、本
当
に
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
の
か

不
安
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
に
話
を
す
る
と

「
そ
れ
な
ら
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
、や
ろ
う
よ
。」と
意

外
な
返
事
。そ
れ
か
ら
、公
民
館
で
不
定
期
だ
が
子
ど

も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
あ
る
日
、駅
前
の
商
店
街
で
、そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
協
賛

集
め
を
し
て
い
る
と
、あ
る
人
か
ら「
空
き
店
舗
が
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
な
い
か
。」と
提
案
さ
れ
た
。

　
「
そ
ん
な
駅
に
近
い
、大
き
な
お
店
で
イ
ベ
ン
ト
な
ん
て
で
き

な
い
よ
ね
。」と
不
安
げ
に
メ
ン
バ
ー
に
話
す
と
、「
え
っ
！
お
も

し
ろ
い
じ
ゃ
な
い
、や
ろ
う
よ
。」と
ま
た
意
外
な
答
え
が
。そ
し

て
、子
ど
も
た
ち
が
、店
員
に
な
り
、来
場
者
を
も
て
な
す
模
擬

喫
茶
店
を
開
催
し
た
。

　
「
周
り
の
人
か
ら
自
ら
進
ん
で
や
る
人
だ
と
思
わ
れ
る
ん
で

す
が
、そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。」と
、井
口
さ
ん
は
笑
う
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、参
加
者
か
ら「
次
い
つ
や
る
の
？
」、「
本

当
に
楽
し
か
っ
た
。」と
い
う
声
が
集
ま
り
、な
ん
と
、そ
の
空
き

店
舗
を
借
り
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス「
夢
音（
ド
リ
ー

ネ
）」を
開
店
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
発
展
。

　

そ
の
お
店
は
す
で
に
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
越
前
市
は
、

歴
史
も
文
化
も
す
ば
ら
し
い
、そ
の
魅
力
を
市
外
、国
外
の
人

に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、そ
の
人
た
ち
の
感
動
の
声
で
地
元
の
人
に

ま
ち
へ
の
自
信
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。」と
、今
、取
り
組
ん
で

い
る
ラ
ジ
オ
や
外
国
人
と
の
交
流
事
業
な
ど
へ
の
思
い
も
に
こ

や
か
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
ら
も
井
口
さ
ん
の
不
安
を
か
き
消
す「
お

も
し
ろ
い
！
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
」と
い
う
声
が
周
り
に
あ
る

か
ら
な
の
は
、言
う
ま
で
も
な
い
。

服間公民館館長
相馬さん

「
お
も
し
ろ
い
！
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

井
口　

幸
恵

井
口　

幸
恵

Ig
u

c
h

i yu
kie

Ig
u

c
h

i yu
kie

「なつかしや」で毎週水曜13時から開催
しているクラフト教室の先生たちと

外国人交流事業としてのラジオ収録風景


